
農委広報やまがた

●農業委員会の活動報告
　・全国農業委員会会長大会   ２Ｐ

　・農業委員会の研修   ３Ｐ

　・編集委員の研修   ６Ｐ

●地域情報
　・おじゃまします

　　（滝山地区　原田 正作さん）   ５Ｐ

●お知らせ
　・農地中間管理事業について   ４Ｐ

　・許可等日程のお知らせ   ６Ｐ

　・全国農業新聞特別賞の受賞について   ６Ｐ
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～地域探訪～地域探訪～～

楯山地区楯山地区
大
おお

岡
おか

山
やま

（標高４０１ｍ）やまがた百名山

山形市北部楯山地区のシンボルとして地区民に

親しまれてきました。山頂からは、朝日連峰・

鳥海山・月山・葉山（村山）が一望できます。

山麓には季節ごとに色々な花が咲き

ますが、ヤマツツジ・レンゲツツジ

が特に美しいです。
大岡山の山頂から月山

と楯山地区を一望

春の菜の花と大岡山春の菜の花と大岡山



全国農業委員会会長大会全国農業委員会会長大会

　令和４年５月３１日、全国農業委員会会長大会が３年ぶりに都内で開催されました。提案議決１件、

申し合わせ決議２件、実行運動計画１件が提案・審議され満場一致で採択されました。今大会はこれ

からの委員会活動に重要な案件が多く、特に遊休農地利用状況調査で毎年度の利用意向を行うことは

多大な業務負担であり、固定化した農地は調査対象から外すこと。新規就農者の参入等については、

各関係機関との役割分担を明確にすること。地域計画の作成にあたっての人員体制の強化。保全する

対象農地の考え方。盛土規制法の実効性等々。これからの農業委員会における重要な問題が採択され

ました。私たちの今後の活動に結び付けていきたいと思います。また、栃木県・山口県の農業委員会

により実践活動に係る決意表明がなされました。

 山形市農業委員会　会長　大築　義雅

【提案決議「持続可能な農業・農村を作るための施策」提案】抜粋

Ⅰ．食料安全保障について

　・食料、エネルギー自給率の向上につながる「食料、農業、農村基本法」の見直し

　・肥料価格高騰の緩和対策

　・地方自治体「地方圏」による食料供給体制の構築　ほか

Ⅱ．農地政策について

　・地域計画による農地集積・集約化の推進（人員体制の整備）

　・地域計画の策定にあたって関係機関、団体が一体となった取組みに向けた支援

　・保全する対象農地の考え方を整理

　・半農半Ｘに対する支援強化

　・下限面積要件の廃止にかかる不安の解消

　・農地中間管理機構の体制及び中間保有機能の強化

　・特定盛土等規制法の実効性確保

Ⅲ．経営施策について

　・農業者向けの複式農業簿記の普及

　・地域貢献による認定農業者への追加的支援

　・女性が活躍できる環境整備

　・大規模家族経営の経営規模継続対策

　・水田活用の直接支払交付金の見直し　ほか

Ⅳ．人材対策について

　・新規就農業者育成総合対策「就農準備金」「雇用就農資金」の拡充・強化　ほか

Ⅴ．農村施策について

　・鳥獣対策に携わる人材の確保育成、ジビエ利活用　ほか

Ⅵ．農業委員会組織について

　・遊休農地利用状況調査の見直し

　・新規参入促進における役割分担の明確化

　・農業委員会活動記録方法の支援

　・事務局体制の強化、サポートシステムの利用促進　ほか
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【申し合わせ決議「地域の農地を生かし、持続可能な農業・農村を創る全国運動」】抜粋

【申し合わせ決議「情報活動の一層の強化に関する申し合わせ決議」】抜粋

Ⅰ．日常的な活動

　農地の見守り活動、農家への声掛け運動、活動記録の徹底

Ⅱ．目標地図（素案）の取り組み強化

　守るべき農地の明確化、担い手の意向把握、農地保全の在り方、農地中間管理機構の連携

Ⅲ．農業経営の合理化

　簿記記帳や青色申告の普及、男女共同参画や労働環境の改善

Ⅳ．農業者の声、地域の声の取りまとめ

　「意見の提出」。政策提案、養成活動の取組み

Ⅴ．農業委員会の体制強化

　職務と責任の自覚、女性・若手の登用、タブレットの有効活用

Ⅰ．全国農業新聞の普及拡大

　新聞を通じた農地利用の最適化活動の理解推進

Ⅱ．全国農業図書の必読・常備

　農業図書を通じた知識習得

Ⅲ．農委だより・市町村広報・インターネットの活用

　活動に関する情報発信の多様化した情報提供の徹底

　

４
月
２２
日
山
形
市
農
業
委
員
会
研
修
が

行
わ
れ
、
東
北
農
政
局
訟
務
官
田た

口ぐ
ち

一か
ず

哉や

氏
よ
り
、
【
農
業
委
員
会
に
よ
る
最
適
化

活
動
の
推
進
に
つ
い
て
】
講
演
を
い
た
だ

い
た
。

　

戦
後
農
政
の
大
き
な
流
れ
か
ら
は
じ
ま

り
、
農
地
制
度
の
変
遷
、
農
業
委
員
会
制

度
の
概
要
、
法
改
正
の
全
体
像
、
農
業
委

員
会
の
改
革
（
業
務
の
重
点
化
、
農
地
利

用
最
適
化
推
進
員
の
新
設
）
、
農
業
委
員

と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
連
携
、

役
割
分
担
、
農
業
委
員
会
に
よ
る
最
適
化

活
動
の
推
進
等
に
つ
い
て
、
農
地
中
間
管

理
機
構
（
農
地
バ
ン
ク
）
、
担
い
手
へ
の

農
地
の
集
積
・
集
約
化
、
農
地
法
に
基
づ

く
遊
休
農
地
に
関
す
る
措
置
（
課
税
の
強

化
、
所
有
者
不
明
の
遊
休
農
地
の
公
示
制

度
）
、
新
規
就
農
者
育
成
総
合
対
策
に
つ

い
て
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
方
針
が
示
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
の
膨
大
な
仕
事
に
加
え
、
今

ま
で
よ
り
詳
細
な
活
動
報
告
書
の
提
出
を

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

農
業
委
員
会
法
改
正
で
、
農
業
委
員
会

は
農
業
委
員
の
過
半
数
を
認
定
農
業
者
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
る
。
認
定
農

農
業
委
員
会
の
研
修

農
業
委
員
会
の
研
修

業
者
の
資
格
と
し
て
、
自
身
の
生
産
等
の

目
標
を
持
ち
農
業
者
の
先
達
と
し
て
の
使

命
を
も
持
っ
て
い
る
。
農
業
者
の
担
い
手

不
足
、
後
継
者
不
足
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
、

こ
の
ま
ま
で
は
、
山
形
市
の
農
業
委
員
の

今
後
が
危
惧
さ
れ
る
。

　

今
後
の
山
形
市
の
農
業
・
農
政
を
考
え

る
上
で
、
農
業
委
員
会
の
現
状
の
把
握
と
、

現
場
の
状
況
把
握
を
頑
張
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
な
が
ら
、
今
回
の

研
修
報
告
と
し
た
い
。

 

（
農
業
委
員　

鑓
水　
　

豊
）
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農地中間管理事業による農用地などの農地中間管理事業による農用地などの

借受希望者及び貸付希望者を募集しています。借受希望者及び貸付希望者を募集しています。

　「農地中間管理事業」とは、農地中間管理機構（公益財団法人やまがた農業

支援センター）が、農地を貸したい方から農地を借入れ、規模拡大を目指す担

い手農業者に貸し付ける事業です。

貸し手 借り手
機構へ
貸付け 農地中間管理機構

機構から
借受け

●貸付希望申込締切日

　・令和４年９月１５日（木）【令和４年１２月下旬から貸借開始を希望される方】

　・令和４年１１月１０日（木）【令和５年２月下旬から貸借開始を希望される方】

　・令和５年１月１２日（木）【令和５年４月下旬から貸借開始を希望される方】

　・令和５年２月１０日（金）【令和５年５月下旬から貸借開始を希望される方】

●借受希望申込募集期間

　　令和４年５月６日（金）～　令和５年２月２８日（火）

●申込み受付窓口

　山形市農協アグリセンター、山形農協各支店及び営農センター

●申込み方法

　所定の申込書に必要事項を記入の上、ご提出ください。

　 （申込み用紙は、各受付窓口にあります。（公財）やまがた農業支援センター（農地中間管理機

構）のホームページからもダウンロードできます。）

●申込みにあたっての留意事項

　【貸付希望者】

　・ 市街化区域内の農地や農地として利用することが困難な農地等は、事業の活用はできません。

　・ 貸付希望申込書を提出した時点で、機構が借り受けることを決定したわけではないため、「借

り手」が見つかるまでの間は、農地所有者が自ら農用地等を管理して頂くことになります。

　【借受希望者】

　・ 借受希望申込みをした方については、一部内容をインターネット等で公表することになりま

す。ご承諾の上で申込みください。

◉貸付け希望申込み・農地中間管理事業・各種変更手続きについて

　山形市農業委員会事務局　農地係　電話０２３－６４１－１２１２　内線７７５·７７６

◉借受け希望申込みについて

　山形市農政課　就農・経営支援係　電話０２３－６４１－１２１２　内線４３６

お
問
い
合
わ
せ
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西
蔵
王
で
高
原
野
菜
を
大
規
模
栽
培
す
る

西
蔵
王
で
高
原
野
菜
を
大
規
模
栽
培
す
る

土
坂
の

土
坂
の
原原

は

ら

は

ら

田田だだ

正正
し
ょ
う

し
ょ
う

作作
さ

く

さ

く

さ
ん
宅
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。

さ
ん
宅
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。

西
蔵
王
で
高
原
野
菜
を
大
規
模
栽
培
す
る

土
坂
の
原

は

ら

田だ

正
し
ょ
う

作
さ

く

さ
ん
宅
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。

お じ ま し ま すゃ

　

今
回
お
じ
ゃ
ま
し
た
の
は
、
滝
山
地
区

の
伊
藤
委
員
の
ご
紹
介
に
よ
る
、
土
坂
に

て
大
規
模
な
高
原
野
菜
の
栽
培
を
し
て
い

る
原
田
さ
ん
で
あ
る
。

◦
多
品
目
の
高
原
野
菜
を
栽
培

　

家
族
構
成
は
、
原
田
さ
ん
夫
婦
に
息
子

さ
ん
夫
婦
そ
し
て
お
孫
さ
ん
の
七
人
家
族
。

経
営
面
積
は
約
２０
ｈ
ａ
で
大
根
、
キ
ャ
ベ

ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
白
菜
、
ト
マ
ト
、
レ
タ

ス
な
ど
十
種
類
余
り
の
高
原
野
菜
を
栽
培

し
て
い
る
。
特
に
ト
マ
ト
は
二
万
本
と
多

い
。
自
前
の
出
荷
場
を
持
っ
て
お
り
、
こ

れ
だ
け
の
規
模
と
多
品
目
を
栽
培
し
て
い

る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
地
元
の
メ
ン
バ
ー

を
募
っ
て
出
荷
組
合
を
作
り
、
総
勢
十
人

で
や
っ
て
い
る
。
な
ん
と
そ
の
中
心
が
原

田
さ
ん
の
若
い
お
孫
さ
ん
で
あ
る
と
い
う

か
ら
驚
き
で
あ
っ
た
。

◦
２
度
の
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

　

原
田
さ
ん
は
、
農
家
の
長
男
と
し
て
生

ま
れ
、
中
学
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
農
業
を

引
き
継
い
だ
と
言
わ
れ
る
か
ら
、
就
農
し

て
六
十
数
年
に
な
る
。
そ
の
間
、
稲
作
は

勿
論
の
こ
と
葉
タ
バ
コ
の
栽
培
や
養
蚕
、

高
原
野
菜
の
栽
培
な
ど
何
で
も
や
っ
て
み

た
が
、
市
場
価
額
に
左
右
さ
れ
、
収
入
が

安
定
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
酪
農
と

ソ
バ
栽
培
で
、
農
林
水
産
大
臣
賞
を
二
度

も
受
賞
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
相
当
な
ア
イ

デ
ア
マ
ン
で
あ
り
、
努
力
家
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
と
感
じ
た
。

　

品
質
の
良
い
生
乳
や
美
味
い
作
物
を

作
っ
て
も
市
場
価
格
が
安
定
せ
ず
、
販
路

の
確
保
が
ネ
ッ
ク
と
な
る
。
酪
農
の
断
念

や
ソ
バ
の
限
界
も
そ
の
よ
う
な
理
由
だ
っ

た
ら
し
い
。

◦
お
孫
さ
ん
の
就
農

　

転
機
に
な
っ
た
の
は
、
お
孫
さ
ん
の
就

農
で
あ
る
。
息
子
さ
ん
は
自
動
車
修
理
業

を
営
む
兼
業
農
家
で
あ
り
、
お
孫
さ
ん
が

農
業
を
や
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
自
分

の
後
を
引
き
継
い
で
も
ら
う
こ
と
に
な
っ

た
。

　

「
幸
い
に
し
て
後
継
者
に
恵
ま
れ
、
市

場
に
関
係
な
く
契
約
先
と
直
で
卸
せ
る

ル
ー
ト
を
確
保
し
た
。
市
場
価
格
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
安
定
供
給
を
図
る
に

は
、
機
械
化
だ
け
な
く
、
人
手
の
確
保
が

必
要
で
あ
る
。
最
近
で
は
、
地
区
外
の
知

的
障
が
い
者
や
若
妻
会
の
方
々
の
協
力
も

い
た
だ
い
て
い
る
。
」
と
の
こ
と
。

　

滝
山
地
区
も
、
高
齢
化
が
目
立
ち
、
耕

作
放
棄
地
や
荒
れ
地
、
鳥
獣
被
害
も
多
く

な
っ
て
い
る
。
先
行
き
は
厳
し
い
と
こ
ろ

も
あ
る
が
、
新
規
就
農
者
の
育
成
、
農
地

の
集
約
・
集
積
を
図
り
、
若
者
の
手
助
け

を
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
と
話
し
て
い

た
。
ま
た
、
協
力
者
の
拡
大
だ
け
で
な
く
、

地
域
へ
の
貢
献
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
と
強
調
さ
れ
る
原
田
さ
ん
は
と
て
も
八

十
歳
を
超
え
る
方
に
は
見
え
な
い
、
バ
イ

タ
リ
テ
イ
と
逞
し
さ
を
感
じ
た
。

 

（
農
業
委
員　

梅
津　
　

茂
）

滝山地区滝山地区

土坂の土坂の原原
は らは ら

田田
だだ

正正
しょうしょう

作作
さ くさ く

さん宅にさん宅に

農業委員 梅津　茂が農業委員 梅津　茂が

おじゃましました。おじゃましました。

滝山地区

土坂の原
は ら

田
だ

正
しょう

作
さ く

さん宅に

農業委員 梅津　茂が

おじゃましました。
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山
形
の
夏
の
郷
土
料
理
「
冷
た
い
味
噌
汁
」

で
熱
中
症
対
策
を
！
発
酵
食
品
で
あ
る
味
噌

で
適
度
な
塩
分
と
水
分
補
給
が
出
来
ま
す
。

　

王
道
の
作
り
方
は
、
き
ゅ
う
り
を
薄
切
り

に
し
ま
す
。
お
椀
に
味
噌
を
ひ
と
さ
じ
入
れ
、

水
で
溶
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
だ
し
汁
を
使

う
と
お
い
し
い
の
で
し
ょ
う
が
、
ダ
イ
レ
ク

ト
に
水
で
Ｏ
Ｋ
！
味
見
を
し
な
が
ら
、
味
噌

の
量
を
調
整
し
、
き
ゅ
う
り
を
は
な
し
て
出

来
上
が
り
。
「
氷
を
浮
か
べ
れ
ば
、
昔
は
最

高
の
贅
沢
」
だ
っ
た
と
亡
き
義
母
が
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

庄
内
の
友
人
は
、
幼
い
頃
、
き
ゅ
う
り
で
は

な
く
角
切
り
に
し
た
ト
マ
ト
を
入
れ
て
食
べ

た
そ
う
で
す
。
昔
の
ト
マ
ト
は
酸
味
と
香
り

が
強
か
っ
た
の
で
、
な
お
清
涼
感
が
楽
し
め

た
と
の
こ
と
。
今
の
ト
マ
ト
で
試
し
ま
し
た

が
、
最
高
の
味
で
し
た
。
い
ろ
い
ろ
と
ア
レ

ン
ジ
し
、
夏
の
食
卓
を
楽
し
く
し
ま
し
ょ
う
！

 

（
編
集
委
員　

新
関
さ
と
み
）

編

集

後

記

※ 農地法３条（農地に係る権利移動）、４条・５条（農地の転用）等の許可を

受けるためには、上記の受付期間中に申請し、翌月１３日頃開催の総会で許可・

不許可の決定となります。

　第２８回「農業委員会だより」

全国コンクールにおいて、当広

報誌が全国農業新聞特別賞を受

賞しました。

　近年は、新型コロナウイルス

感染症の観点から、訪問取材記

事『おじゃまします』の掲載を

控えるなど、誌面づくりに苦慮

した中での受賞は喜びもひとし

おです。今回より感染対策を心

がけながら『おじゃまします』

を再開しております。

　これからも農業者にとって大

切な情報をわかりやすく、そし

て、皆様に親しまれる広報誌「穂

豊穂２１」を目指してまいります。

 （編集委員長　遠藤　紀江）

農委広報やまがた
「穂豊帆２１」
特別賞を受賞

※許可申請には確認事項、必要書類がありますので事前にご相談ください。

　問い合わせ先：山形市農業委員会事務局

　（電話 ０２３－６４１－１２１２　内線 ７７５・７７６）

令和４年度　山形市農業委員会　許可等日程令和４年度　山形市農業委員会　許可等日程

許可月 ３条・４条・５条等の受付期間 総会開催日

　９月 　９月２０日（火）～２２日（木） １０月１３日（木）

１０月 １０月２０日（木）～２５日（火） １１月１４日（月）

１１月 １１月２１日（月）～２５日（金） １２月１３日（火）

　

山
形
新
聞
社
編
集
局
の
大お

お

滝た
き

令れ
い

氏
を
講

師
に
招
き
、
新
聞
の
読
み
方
か
ら
学
ぶ
「
新

聞
の
特
徴
「
紙
面
構
成
」「
見
出
し
の
役
割
」

を
テ
ー
マ
に
研
修
会
を
行
っ
た
。

　

始
め
に
、
新
聞
が
完
成
す
る
ま
で
の
概

要
説
明
。
昔
な
が
ら
の
新
聞
記
者
に
よ
る

地
道
な
取
材
活
動
、
編
集
局
で
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
を
駆
使
し
た
編
集
・

レ
イ
ア
ウ
ト
作
業
を
終
え
る
と
、
デ
ー
タ

は
天
童
市
の
印
刷
セ
ン
タ
ー
へ
と
転
送
さ

れ
る
。
巨
大
な
ロ
ー
ル
給
紙
か
ら
印
刷
、

そ
し
て
仕
分
け
・
発
送
ま
で
全
自
動
化
し

た
印
刷
セ
ン
タ
ー
は
圧
巻
で
あ
り
、
映
像

で
は
な
く
ぜ
ひ
見
学
し
た
い
と
思
っ
た
。

余
談
だ
が
多
く
の
読
者
が
目
に
す
る
「
お

悔
や
み
掲
載
」
は
県
内
で
６７
％
（
年
間
約

１
万
件
）
の
利
用
率
だ
そ
う
だ
。

　

続
い
て
、
当
日
発
刊
さ
れ
た
山
形
新
聞

を
用
い
て
新
聞
の
三
大
特
徴
『
情
報
量
』

『
一
覧
性
』
『
記
録
性
』
や
紙
面
構
成
は
斜

め
読
み
が
基
本
で
あ
り
大
事
な
ニ
ュ
ー
ス

は
右
上
か
ら
左
下
へ
流
れ
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。
見
出
し
の
文
字
数
は
１０
文
字
以
内

に
す
る
等
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
、
簡
単

な
実
技
と
し
て
過
去
の
山
形
新
聞
に
掲
載

さ
れ
た
記
事
と
写
真
を
使
い
、
タ
イ
ト
ル

を
付
け
る
課
題
が
数
題
出
さ
れ
た
。
そ
の

１
つ
に
真
冬
の
蔵
王
・
盃
湖
で
の
ワ
カ
サ

編
集
委
員
の
研
修

編
集
委
員
の
研
修

ギ
釣
り
を
紹
介
す
る
記
事
と
写
真
が
あ
っ

た
。
防
寒
着
に
身
を
包
み
、
釣
り
に
没
頭
す

る
中
年
男
性
の
写
真
と
記
事
を
見
比
べ
な

が
ら
、
私
が
浮
か
ん
だ
見
出
し
は
「
忘
寒
満

喫
」
。
な
か
な
か
面
白
い
と
講
師
に
褒
め

て
い
た
だ
き
、
照
れ
つ
つ
も
嬉
し
か
っ
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

発
達
し
た
現
在
、
紙
媒
体
の
新
聞
は
不
要

な
の
で
は
？
」
と
の
辛
辣
な
問
い
に
対
し
、

「
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
は
大
げ
さ
や
フ
ェ
イ

ク（
嘘
）が
多
い
。新
聞
は
フ
ァ
ク
ト（
真
実
）

で
あ
り
、
読
み
手
自
身
の
価
値
を
高
め
る

か
ら
今
後
も
無
く
な
ら
な
い
！
」
と
の
力

強
い
回
答
を
い
た
だ
き
大
い
に
感
銘
を
受

け
た
。
毎
日
発
刊
す
る
新
聞
と
、
年
数
回

発
行
の
広
報
誌
と
で
は
比
較
す
ら
は
ば
か

ら
れ
る
が
、
と
て
も
面
白
く
中
身
の
濃
い

充
実
し
た
一
時
間
半
の
研
修
会
だ
っ
た
。
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